
皆さま、こんにちは。リレー・フォー・
ライフ・ジャパン2022富山実行委員
長の伊東です。
新型コロナウイルス感染拡大により、

2020年度から準備していたにもかか
わらず、2021年度はやむなく中止。
今年度ようやく実行委員の総力を持ってこの度の初開催に漕ぎ着
けることができました。
私たち富山実行委員会は、がん征圧を目標に富山県のがん患
者さんやご家族を支援し、沢山の仲間の想いを繋ぐため、2020年
10月に立ち上げました。実行委員会のメンバーには患者さん、地
域の皆さん、医療関係者など様々な立場の方々がおり、お互いを
尊重しながら懸命に活動をしています。
自然が多い人口１０３万人の富山県。聳える立山に囲まれた
五箇山合掌造り集落は世界遺産に登録されており、美しい沢山
の川や山にも恵まれています。米どころであり、山の幸、海の幸、川
の幸も豊富で、流れる水も高品質。作られるお酒もおいしく、県内
外で高い評価を得ています。そのような魅力ある富山に都会からの
移住者も少しづつ増えてきました。沢山の方々の想いが詰まった当
イベントに相応しい場所と言えるでしょう。
この度は、がんに苦しむ人と家族の皆さんとそれを支える医療者の
皆さんを応援する場として、また、がん啓発の場として県民の皆さん
の健康を鑑みて、Celbrate（祝う)、Remember（しのぶ）、
Fight Back（立ち向かう）をテーマに開催を企画しました。
富山は温かい人でいっぱいです。北アルプスを望める広大な地を
一緒に歩き、輝かしい未来への第一歩を踏み出しましょう。当日が
素晴らしい一日となることをこころより願っております。

コロナ下でも「がん検診」は必要です
（日本対がん協会より）

【主催】
公益財団法人日本対がん協会
公益財団法人日本対がん協会富山県支部
リレー・フォー・ライフ・ジャパン2022富山実行委員会

【後援】
厚生労働省・富山県・富山市・高岡市・魚津市・氷見市・
滑川市・黒部市・砺波市・小矢部市・南砺市・射水市・
舟橋村・上市町・立山町・入善町・朝日町
以下５０音順
北日本新聞社・北日本放送・チューリップテレビ・
富山県医師会・富山県健康増進センター・
富山県歯科医師会・富山県中小企業団体中央会・
富山市医師会・富山新聞社・富山テレビ放送

【支援企業】

【物品協賛企業】

株式会社日産サティオ富山、41PROMOTION

1985年、一人の医師がトラックを24時間走り続け、アメリカ対がん協会
への寄付を募りました。「がん患者は24時間、がんと向き合っている」とい
う想いを共有し支援するためでした。
ともに歩き、語らうことで生きる勇気と希望を生み出したいというこの活動
を代表するイベントは、現在世界約30ヶ国、約6000ヵ所で開催され、
年間寄付は470億円にのぼります。このイベントはアメリカ対がん協会
(ACS)が国際ライセンスを持っている企画で、日本では公益財団法人
日本対がん協会にライセンスが与えられています。がん患者さんやそのご
家族を支援し、地域全体でがんと向き合い、がん征圧をめざすチャリ
ティー活動です。
SaveLivesを使命とし、がんの告知を乗り越え、生きていることを祝福し
(祝うCelebrate)旅立った愛する人たちをしのび(しのぶRemember)
がんに負けない社会を作る(立ち向かうFightBack)ことをめざします。

ご挨拶

イベントプログラム

■リレー・フォー・ライフ・ジャパン2022富山実行委員
実行委員長 ：伊東重明
副実行委員長：志鷹千絵、武田学、村井保雄、矢野征太郎
鈴木牧弘、田原一行 ※５０音順

■お問い合わせ先
リレー・フォー・ライフ・ジャパン2022富山実行委員会
〒939-8222富山県富山市蜷川373
富山県健康増進センター内
（担当：伊東 080-3840-5796）

日時：2022年5月21日（土）
14:00～20:00

場所：富山県富岩運河環水公園

14:00 開会式

リレー・フォー・ライフ・ジャパン富山応援大使
任命式

14:22 リレーウォークスタート

14:30 日本対がん協会会長 垣添先生による講話

15:40 チャリティパフォーマンス（ビエノロッシ他）

16:50 北林講師による講話

18:00 サバイバーズトーク

18:35 越中おわら～胡弓の調べ～

19:00 エンプティテーブル

19:40 閉会式・イベント終了（20:00)

※５０音順

リレー・フォー・ライフとは

ﾘﾚｰ・ﾌｫｰ・ﾗｲﾌｼﾞｬﾊﾟﾝ2022富山

実行委員長 伊東 重明

富岩運河環水公園
アクセス・駐車場

新型コロナウイルスの感染拡大の影響で検診の受診者は激減して
います。

公益財団法人日本対がん協会 ※2022年度がん征圧スローガン

実行委員会の役割
・がん患者や家族に勇気と希望を与え、社会全体でがんと向き合う連帯感を育みます。
・がんに対する理解と対がん活動の必要性を深めるために地域で啓発します。
・年一回のリレーイベントの企画、運営に関する活動を行います。
・寄付金を募り、がん患者支援活動へと役立てます。

※５０音順



公益財団法人日本対がん協会会長である垣添忠生先生に上記テーマで講演いただきます。垣添会長は、1967
年東京大学医学部医学科ご卒業。同年東京大学附属病院で研修され、都立豊島病院、医療
法人藤間病院外科にご勤務後、1972年東京大学医学部泌尿器科文部教官助手に。1975年
国立がんセンター病院泌尿器科にご勤務後、1987年同病院手術部長、第一病棟部長、副院長
を経て、1992年1月に病院長、同年7月に中央病院長、2002年4月総長にご就任。2007年
4月国立がんセンターをご退職され、同名誉総長、財団法人日本対がん協会会長にご就任。国立
がんセンター田宮賞、高松宮妃癌研究基金学術賞、日本医師会医学賞を受賞、並びに
瑞宝重光章などを受章、2019年12月より日本学士院会員。著書に、発がんからみた膀胱がんの
臨床（メディカル・ビュー社）、がんと人間（共著 岩波新書）など多数。

②日本対がん協会会長 垣添先生 講話 『わが国のがん対策に占める、検診の重要性』

（株）AsMamaの創業メンバーである北林美沙
子講師に上記テーマで講演いただきます。北林講
師は、2017年3月、子宮頸がん3Bの告知を受け
て、改めて自分と向き合い、
本当に自分が「喜ぶ」生き方に
転換しよう！と2018年4月に
独立されました。
独立後は、組織開発やセルフ
マネジメント支援を行い
「人が自分らしく生きる」を幅広く支援されています。

④北林講師 講話
『がんになって「私」と向き合い、「私」と生きる』

サバイバーのみなさんによるパネルディスカッションで
す。ご自身の経験やご家族からの支援を語っていた
だきます。

⑤サバイバーズトーク

富山の伝統的なお祭り越中おわら風の
盆で胡弓奏者としてご活躍されている
若林美智子さんに演奏いただきます。
おわら風の盆で流れる胡弓の美しい音
色を幻想的なルミナリエの明かりとともに
お楽しみください。

⑥越中おわら ～胡弓の調べ～

＊＊＊＊＊＊＊
＊＊工事中＊＊
＊＊＊＊＊＊＊
※寄付金に充てられます。

⑪ＰＯＬＡチャリティブース
100円ﾙｰﾚｯﾄでポーラサンプルＧＥＴ!

エンプティーテーブルとは、ここに来ることができなかっ
た方の席を表し、がんで先に旅立った方を偲ぶセレ
モニーです。

⑦エンプティテーブル
手のひらから伝わるぬくもりと
パワーを感じてください❤️1回
100円。
※寄付金に充てられます。

⑫資生堂チャリティブース
癒しのタッチケア(背中・ハンド)

ラーメン、うどん、唐揚げ、クレープ、ベビーカステラ、たこ焼き等、５台のキッ
チンカーでお食事を楽しめます（売上の一部を寄付いただきます）。

出店：まるたかや、ドンちゃんの唐揚げ、REVEL（レイヴル）クレープ、
たこ三、亀山ベビーカステラ社中

⑧チャリティキッチンカー（ＡＭ１１：００から営業）

亡くなった方への追悼や、闘病中の方への励ま
しの想いをルミナリエバッグで表現しませんか？
ルミナリエバッグ（１枚500円）やリレー・
フォー・ライフ・ジャパン富山オリジナルＴシャツ
（１着1,500円）のご寄付は、がん征圧のた
めの資金に充てられます。

⑨ルミナリエバッグ・Ｔシャツ販売

メインステージ

リレーウォークスタート地点

③富山県ご当地アイドル「ビエノロッシ」等による
チャリティパフォーマンス

サバイバーの方々は「来年もまた
元気にこの地に
戻ってくるよ」という
思いを込めて約束
の手形を押します。

⑩手形フラッグ

受付
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ルミナリエバッグ製作

1112

リレーの最初の１周は「サバイバーズラップ」
と呼ばれ、がん患者さんやがん経験者が歩
きます。がんの告知、闘病を乗り越えてこの
日を迎えられた方々の命を祝福します。
リレーウォークは、日夜がんと向き合っている
患者さんとともに、がんに挑むということの象
徴です。家族や友人、同僚、サークルの仲
間など、お好きなメンバーでチームをつくり、
たすきをつないでください。もちろんおひとりで
もお楽しみいただけます。
参加費用は、がん征圧のための資金に充
てられます（参加費（寄付金）： お一
人1,000円、大・専生500円、高校生以
下無料、がんサバイバー無料）。
※「→」がリレーウォークのルートです。

①リレーウォーク
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※画像はイメージです。


